
大学生の運動実施率向上
のための提言

～早稲田大学から考察する～

2014/11/09
早稲田大学 武藤ゼミＡ

小山翔太・相原優稀・浅海萌子
田中直祐・藤井英貴



目次

◆緒言

◆現状

◆提言

◆提言からの展望

◆まとめ

◆参考文献



緒言ー少子化の現状ー

＜



緒言ー少子化の現状ー



緒言ー少子化の現状ー

• 少子高齢化の推移のデータ



少子高齢化が進むと、、、、

社会保障給付の増大



緒言ー社会保障費ー

• 社会保障費の推移のデータ



緒言ー社会保障費ー



医療費への負担を軽減したい

生産年齢の拡大を目指す

健康の維持





緒言ースポーツ基本法条文ー

『スポーツは、心身の健全な発達、

健康及び体力の保持増進、

(中略)今日、国民が生涯にわたり

心身ともに健康で文化的な生活を

営む上で不可欠のものとなっている』



現状ー運動実施率ー

左：男性 右：女性

（レベル）0：過去1年間に全く運動をしなかった 1：年1回以上、週1回未満 2：週1回以上、週5回未満

3：週5回以上 4：週5回以上、1回120分以上



早稲田大学学部生を対象に
アンケート調査を実施



現状ーアンケートの概要ー

‣スポーツ科学部を除く早稲田大学生を対象

‣体育各部所属生は対象外

‣早稲田大学学部生数：約４万４０００人

体育各部生：約 ２４００人



現状ー早稲田大学ー



現状ーアンケート結果ー

• 現在の運動実施率(左)と理想の運動実施率(右)



現状ー運動できない理由ー

• 時間がないこと

• お金がないこと

• 場所がないこと
施設がない
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現状ーまとめー

サークルに入ってるけれど、
勉強やアルバイトで忙しくて

なかなか活動に参加できない･･･

運動はしたいけれど、
いい場所が見つけられない。

お金もかかるし･･･



現状ーまとめー

時間がない

お金がない

場所がない



時間 お金 場所

大学施設で
解決



そこで我々は、

体育準必修化



提言ー体育準必修化ー

‣現在の早稲田大学の卒業単位は124単位

（教育学部、理工学部を除く）

‣体育を履修しなかった場合は８－１０単位を

卒業単位124単位に上乗せする。

‣年1回以上4年間継続して履修した者にはイン

センティブとして実習単位と別で８－１０単位を
免除。

ターゲットは高校卒業まで運動していたが、
大学進学を機に運動しなくなった人



提言ー体育準必修化ー

時間

アルバイトやその他私生活の
影響はない



提言ー体育準必修化ー

お金

学費に含まれるので追加
でかかる心配はない



提言ー体育準必修化ー

場所

大学施設で賄える



提言からの展望ー社会ー

運動実施率増加

国民の健康寿命の延長

医療部門の支出を軽減



提言からの展望―学生ー

①時間・お金・場所を補い

運動できる

②卒業単位免除のインセンティブを

得ることができる



提言からの展望ー大学ー
企業が求める人材

コミュニケーション能力・協調性

就活で成功する学生
社会に出てから活躍する学生の輩出

大学の知名度・好感度の上昇
（就職実績）

優秀な学生の獲得



この政策を
きっかけに

大学生が日頃から
運動するようにしたい
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